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【主催】　山梨県立男女共同参画推進センター ・ 山梨学院生涯学習センター

【共催】　山梨県女性議員の会 ・ 政策研究会甲斐 ・ 21 世紀やまなし女性会議 ・ 未来の山梨を拓く議員の会 ・ アクティブやまなし

【第１回】 10月8日（木）　「女性の政治参加 ―女性の視点の意義と可能性―」

丸山正次さん（山梨学院大学法学部政治行政学科教授／学科長）
今年の統一地方選挙に関しては、女性の政治参画がどれほど進むかが関心の一つになりましたが、当選した女性議員は2,159
人で、当選者総数の14.2％でした。4年前の12.8％、その前の12.0％と比べれば少しは改善されましたが、相変わらずOECD
加盟国の中では最下位で、国際標準には程遠い状況にあります。この数(比率 )の問題がある一方で、議員秘書による政治資金
規正法問題や国会サボタージュ問題など、女性議員の資質が問われるケースもあります。女性の政治参加の在り方はどうある
べきなのか、「女性の視点」に着目して考えます。

【第２回】 10月22日（木）　「男女平等とポジティブ・アクションの具体化―安倍内閣の女性政策の問題点―」

山内幸雄さん（山梨学院大学法学部政治行政学科教授）
安倍内閣は、「ポジティブ・アクション」の重要性と、「社会のあらゆる分野において、2020年までに指導的地位に女性が占め
る割合が、少なくとも30％程度になるよう期待する」という数値目標を掲げていますが、実際の動きは緩慢で、国民の理解も
進んでいるとは言えません。日本国憲法と男女共同参画の視点から、税制とも関連させて、安倍内閣の女性の活躍政策の問題点
を指摘し、今国会で成立の法律「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」を読み解き、「真の」男女共同参画に基づく
具体化案を提案します。

【第３回】 10月30日（金）　「少子高齢化と多文化共生 ―ダイバーシティ社会を生きる―」

仲尾唯治さん（山梨学院大学経営情報学部経営情報学科教授）
少子高齢化が進む日本のカンフル剤として、外国人労働者の積極的登用が経済界から提起される場合があります。実際に、
群馬県太田市や静岡県磐田市などの企業城下町では、外国人労働者を多数受け入れています。一方、移民先進国であるEU
各国では、自国民の失業率が高まり、また文化や宗教など価値観の違いから双方の間に軋轢が生じ、過激なデモやテロに発展
することもあります。日本社会としては、社会の多様性（ダイバーシティ）にどのように向き合うべきなのか。多文化化・多
民族化の状況と今後の方向性を検討し、多文化共生の意味について考えます。

【第４回】 11月13日（金）　「住民トラブルと行政施策 ―『ゴミ屋敷』は排除すればよいのか？―」

竹端 寛さん（山梨学院大学法学部政治行政学科教授）
近年、家の中だけでなく、敷地内一杯にゴミをため込んでいる、いわゆる「ゴミ屋敷」が問題となっています。悪臭などで、
ご近所とのトラブルに発展するケースもあります。強制的にゴミを片づける条例を制定した自治体もあります。一方で、強制
的な排除は真の問題の解決につながらない、とも言われています。このような問題の解決に向け、住民や行政は何をどのよう
にアプローチすべきなのでしょうか。誰にとっても暮らしやすい社会を目指した、支援の在り方を考えます。

【第５回】 11月27日（金）　「労働と雇用をめぐるルール ―法律の視点から振り返る職場環境―」

石川 恵さん（弁護士／山梨学院大学法学部法学科非常勤講師）
社会の平和と繁栄を支えるのは経済であり、経済的発展は我々が働くことによって実現されます。労働や雇用は公正で人間的
な環境・条件により行われなければなりませんが、現実の職場においては、働く人の権利を侵害したり、人格を傷つけたり、
あるいは健康・生命を脅かすようなトラブルや問題が生じることもあります。また、「ホワイトカラー・エグゼンプション」
や「解雇ルールの変更」など、政策における新しい動きも見られます。法治社会として、労働や雇用はどのように守られるべ
きなのか、法律論や具体例を基に探ってみたいと思います。

市民的能力のための社会スタディ 2015
social studies for civil ability



山梨県立男女共同参画推進センター・山梨学院生涯学習センター連携講座

私たちが生きる現代社会は、ますます複雑化、多様化しています。
この講座シリーズでは、男女共同参画に関わる課題を中心に、
現代に生きる私たち市民が知っておくべき社会的テーマについて、

専門の講師とともに、さまざまな角度から検証します。ぜひ一緒に考えましょう！
キャンパスネット
やまなし連携講座

■受講無料　■対象 ： 一般県民　■定員 ： 各回とも 40 名 （要事前申込み） 電話、 FAX、 メールにて申込みください。
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「ぴゅあ総合フェイスブック」で検索！
「いいね」すると最新情報が受け取れます。

無
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６か月～就学前
３日前までに

ご予約ください。

お子様同伴の

受講はできません

【第 1 回】　10 月 8 日 （木）　13 ： 30-15 ： 30　＠ぴゅあ総合 ・ 小研修室１

「女性の政治参加 ―女性の視点の意義と可能性―」
丸山正次さん （山梨学院大学法学部政治行政学科教授／学科長）

【第 2 回】　10 月 22 日 （木）　13 ： 30-15 ： 30　＠ぴゅあ総合 ・ 小研修室１

「男女平等とポジティブ ・ アクションの具体化―安倍内閣の女性政策の問題点―」
山内幸雄さん （山梨学院大学法学部政治行政学科教授）

【第 3 回】　10 月 30 日 （金）　13 ： 30-15 ： 30　＠ぴゅあ総合 ・ 小研修室１

「少子高齢化と多文化共生 ―ダイバーシティ社会を生きる―」
仲尾唯治さん （山梨学院大学経営情報学部経営情報学科教授）

【第 4 回】　11 月 13 日 （金）　13 ： 30-15 ： 30　＠ぴゅあ総合 ・ 小研修室１

「住民トラブルと行政施策 ― 『ゴミ屋敷』 は排除すればよいのか ?―」
竹端 寛さん （山梨学院大学法学部政治行政学科教授）

【第 5 回】　11 月 27 日 （金）　13 ： 30-15 ： 30　＠ぴゅあ総合 ・ 小研修室１

「労働と雇用をめぐるルール ―法律の視点から振り返る職場環境―」
石川 恵さん （弁護士／山梨学院大学法学部法学科非常勤講師）

ツイッターはじめました！
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